
実 し た ２ 年 間 で し た 。 大 子町 は 、 冬 に は 路 面 が 凍 結 する た め 、 除 雪 作 業 や 塩 カ ル撒 き な ど で は 建 設 業 界 の 皆さ ん に 大 変 お 世 話 に な り まし た 。　
当 時 の 国 道 １ １ ８ 号 袋 田

バ イ パ ス の 進 捗 状 況 は 、 下津 原 橋 か ら 供 用 開 始 区 間 ７０ ０ ｍ 以 北 の 、 南 田 気 大 橋の 下 部 工 が 完 成 し 、 ち ょ うど 上 部 工 を 発 注 す る と こ ろで し た 。　
バ イ パ ス の 用 地 交 渉 に つ

い て は 、 難 航 案 件 が あ り まし た が 、 事 業 の 必 要 性 を 説明 し 、 地 権 者 の 事 情 を 一 つひ と つ 熱 心 に 聞 き な が ら 説

明 を 進 め 、 な ん と か 地 元 の理 解 を 得 て 、 準 備 を 進 め るこ と が で き ま し た 。 事 業 費に つ い て も 、 思 う よ う に 進ま ず 足 踏 み し て い た と こ ろで し た が 、  予 算 確 保 の た め 、工 務 所 の み ん な で 総 力 を あげ て 動 き ま し た 。 南 田 気 大橋 の 工 事 が 進 ん だ こ と も 、袋 田 バ イ パ ス の 残 区 間 （ 事業 費

4 0億 円 分 ） の 工 事 に 弾

み を つ け た 要 因 に な っ た と考 え て お り ま す 。　
当 時 は 道 の 駅 常 陸 大 宮

「 か わ プ ラ ザ 」 が オ ー プ ン
し た 頃 で 、 渋 滞 の 問 題 が 深刻 化 し て い ま し た 。 袋 田 方面 で ラ ン チ を 予 約 し て い た

他 県 の バ ス 観 光 客 が 時 間 まで に 到 着 で き ず 、 そ の ま ま引 き 返 し て し ま う 事 例 が 発生 す る な ど 、 由 々 し き 事 態と な っ て い た の で す 。 こ のま ま で は 、 県 北 へ 観 光 す る人 が い な く な っ て し ま う ので は な い か と 思 い 、 事 業 を進 め な け れ ば な ら な い と いう 気 持 ち が よ り 強 く な り まし た 。 工 務 所 全 体 で 熱 心 に対 応 し た 日 々 が 、 懐 か し く思 い 出 さ れ ま す 。　
現 在 、  事 業 完 了 に 向 け て 、

整 備 が 進 め ら れ て お り 、 完成 ま で あ と 少 し の よ う です 。 袋 田 バ イ パ ス が 完 成 する こ と で 、 大 子 の 景 色 に 新た な ロ ケ ー シ ョ ン が 広 が るこ と が 期 待 さ れ ま す 。 水 害等 を 機 に 進 ん だ 久 慈 川 の 改修 や 、 松 沼 橋 の 架 け 替 え など に よ り 、 今 ま で 以 上 に 地域 の 安 全 度 も 上 が っ て き てお り ま す 。　
渋 滞 対 策 で は 、 水 戸 土 木

　
奥 久 慈 は 、 茨 城 ・ 福 島 両 県 境 付 近 の 久 慈 川 に 沿

う 地 域 で す 。 渓 谷 美 、 山 岳 美 、 温 泉 な ど に よ り 、両 県 で 奥 久 慈 県 立 自 然 公 園 に 指 定 さ れ て い ま す 。そ れ を 支 え て い る の が 、 国 道 １ １ ８ 号 な の で す 。久 慈 川 の 渡 り に 苦 労 し な が ら も 、 渓 谷 美 、 山 岳 美を 守 り 、 道 路 の 整 備 を 進 め て き た お 話 で す 。�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
国 道 １ １ ８ 号 は 、 水 戸 市

の 中 央 郵 便 局 前 交 差 点 （ 国　
私 は 平 成

2 8、

2 9年 度 と 、

大 子 工 務 所 長 を 務 め さ せ てい た だ き ま し た 。 国 道 １ １８ 号 袋 田 バ イ パ ス 、 国 道 ４６ １ 号 大 子 橋 の 架 け 替 え 、諸 沢 西 金 停 車 場 線 の 共 用 、久 慈 川 等 の 改 良 ・ 改 修 工 事の ほ か 、 大 子 広 域 公 園 や 国県 道 一 級 河 川 な ど の 維 持 管理 を 行 い 、 そ の 間 に 地 域 の方 々 と も 交 流 を 持 て た 、 充

　
そ の 後 、 平 成 ２ 年 度 に は

袋 田 バ イ パ ス が 事 業 化 さ れま し た 。 大 子 町 袋 田 地 内 から 北 田 気 地 内 ま で の 延 長３ ・ ６ ㎞ の バ イ パ ス で 、 久慈 川 を ４ 回 渡 り 水 郡 線 を ２回 跨 ぐ 計 画 で あ る た め 、 難工 事 が 予 想 さ れ た 事 業 です 。　
予 算 の 確 保 に 苦 慮 し 、 ま

た 大 子 工 務 所 で は 地 元 対 策を し な が ら の 用 地 交 渉 も 大変 だ っ た と 思 い ま す が 、 工事 は 着 々 と 進 め ら れ ま した 。　
平 成

1 9年 度 、 私 が 土 木 部

長 の 時 に は 「 南 側 の 下 津 原橋 を 含 む 約 ７ ０ ０ ｍ 区 間 が供 用 さ れ て お り 、 終 点 側 の北 田 気 地 内 の 約 ７ ０ ０ ｍ 区間 も 年 内 に 完 成 さ せ ま す 」と 議 会 答 弁 し て お り ま す 。　
現 在 、 南 側 か ら の 延 長 １

６ ０ ０ ｍ 、 終 点 側 の ７ ０ ０ｍ が 供 用 開 始 さ れ て お り ます 。 残 る １ ３ ０ ０ ｍ も 整 備中 で あ り 、 南 田 気 跨 線 橋 も北 田 気 大 橋 も す で に 架 設 済み と な っ て お り ま す 。 残 事業 も 少 な い こ と か ら 、 い よい よ 全 線 開 通 が 見 え て き たと 思 い ま す 。 長 い 年 月 が か

町 を 経 て 、 福 島 県 会 津若 松 市 に 至 る 延 長 ２ １６ ・ ８ ㎞ 、 う ち 茨 城 県
6 6・ ７ ㎞ の 一 般 国 道 で

す 。 久 慈 川 に 沿 っ て 北上 し 、 県 北 地 域 を 縦 貫し て 、 Ｊ Ｒ 東 日 本 水 郡線 と ほ ぼ 並 行 し て お りま す 。 昭 和

4 0年 、 一 般

国 道 に 指 定 さ れ て 以来 、 重 点 整 備 さ れ て きた 路 線 で す 。　
特 に 大 子 地 内 は 、 久

慈 川 を 何 度 も 何 度 も 渡り 、 地 形 も 急 峻 で 、 さら に 構 造 物 の 連 続 で ある た め 、 関 係 さ れ た

方 々 の ご 苦 労 は 大 変 な も のだ っ た と 思 い ま す 。　
私 が 最 初 に 関 わ っ た の は

山 方 バ イ パ ス で 、 昭 和

5 8年

～

6 0年 の 時 で し た 。 山 方 バ

イ パ ス は 昭 和

6 1年 に 、 最 寄

り の 山 方 ト ン ネ ル は 昭 和

6 3

年 に 開 通 し て お り ま す 。 何度 も 何 度 も 現 地 打 ち 合 わ せを し た の が 、 懐 か し く 思 い出 さ れ ま す 。

か り ま し た が 、 そ う な れ ば観 光 シ ー ズ ン 時 の 袋 田 の 滝方 面 に 来 ら れ た 方 が 渋 滞 に悩 ま さ れ ず 、 よ り 観 光 が 楽し め る よ う に な る で し ょう 。　
一 方 、 大 宮 バ イ パ ス の 南

側 で は 慢 性 的 な 交 通 渋 滞 を解 消 す る た め 、 平 成 ８ 年 度か ら 那 珂 大 宮 バ イ パ ス と して 、 ４ 車 線 化 事 業 が 進 め られ て お り ま す 。 現 在 、 那 珂市 中 里 地 内 （ 平 の 台 団 地 入口 付 近 ） か ら 常 陸 大 宮 市 下村 田 地 内 （ 大 宮 バ イ パ ス 起点 ） ま で の ４ ・ ７ ㎞ が ４ 車

線 と な り 、 大 宮 バ イ パ ス と合 わ せ た 国 道 ２ ９ ３ 号 交 差点 ま で の 約 ９ ㎞ が ４ 車 線 とな っ て お り ま す 。　
こ の １ １ ８ 号 を 利 用 し

て 、 春 ・ 夏 ・ 秋 の 行 楽 シ ーズ ン に は 奥 久 慈 渓 谷 、 男 体山 、 月 居 峠 、 袋 田 の 滝 な どの 景 勝 地 や 温 泉 を 目 指 し 、ま た 新 緑 や 紅 葉 を 楽 し む ため 、 首 都 圏 各 地 域 か ら た くさ ん の お 客 様 が 訪 れ る の です 。 お 土 産 に は 特 産 品 の りん ご や こ ん に ゃ く 、 湯 葉 など を 買 っ て 帰 ら れ る の です 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑥

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

観 光 振 興 の 思 い を 道 路 へ

事 務 所 や 常 陸 大 宮 土 木 事 務所 、 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 にも ご 協 力 い た だ き 、 大 子 への 混 雑 緩 和 ル ー ト を 複 数 計画 の う え 、  「 大 子 方 面 迂 回路 ↑ 」 の 立 て 看 板 を 設 置 しま し た 。 そ の 情 報 を 大 子 工務 所 の ほ か 、 大 子 町 、 町 観光 協 会 、  グ リ ン ヴ ィ ラ 大 子 、道 の 駅 の ホ ー ム ペ ー ジ に もイ ベ ン ト 毎 に 載 せ て い た だき ま し た 。 観 光 客 の 方 々 にス ム ー ズ に 来 て い た だ き 、安 心 し て 帰 る こ と が で きる 、 そ ん な 環 境 づ く り を 目指 し ま し た 。  「 大 子 方 面 は渋 滞 す る 」 と い う イ メ ー ジを 払 拭 し た か っ た の で す 。　
ま た 、 小 さ な 取 り 組 み で

は あ り ま す が 、 高 齢 者 が 多い こ と と 観 光 地 と し て 景 観を 整 え る た め 、 歩 道 の 土 砂の 除 去 や 除 草 な ど も 心 が けま し た 。 冬 季 に は 土 砂 が 原因 と な っ て で き た 水 た ま りが 凍 結 し 、 ス リ ッ プ 事 故 に

つ な が る た め 、 細 部 に も 気を 配 り ま し た 。　
大 子 町 に 通 勤 し て み て 分

か っ た こ と で す が 、 大 子 町に は 日 本 の 良 さ が た く さ ん詰 ま っ て い ま す 。 山 、 川 、温 泉 、 滝 、 そ れ に お い し い米 や お 茶 、 ア ユ 、 リ ン ゴ 、こ ん に ゃ く 、 し ゃ も 、 常 陸大 黒 な ど が あ り 、 そ れ に 季節 が 深 い で す 。 春 に は 一 斉に 木 々 が 芽 吹 き 花 が 咲 く 、盆 地 の た め 夏 は 暑 い 、 秋 は紅 葉 が 目 に 沁 み 、 冬 は 厳 寒に な り 袋 田 の 滝 が 凍 り 、 久慈 川 に は シ ガ が 流 れ る 。 そこ に 人 々 の 暮 ら し が あ り 、観 光 客 が 訪 れ る 。 そ し て 、生 活 圏 が 福 島 県 や 栃 木 県 とも 共 有 さ れ て い る 町 で あ るた め 、 国 県 道 の 整 備 と 維 持管 理 は 必 須 で し た 。 災 害 等も 予 想 さ れ た た め 、 地 元 建設 業 界 と も 訓 練 を 重 ね た こと が 昨 日 の こ と の よ う です 。 最 近 で は 、 従 来 か ら の店 に 加 え 、 古 い 街 並 み や 建物 を 活 か し た カ フ ェ や おし ゃ れ な お 店 が 増 え て き たよ う で す 。 袋 田 バ イ パ ス の開 通 に よ り 、 大 子 町 を 満 喫す る 人 が 増 え 、 ゆ と り をも っ て 快 適 な 時 間 を 過 ご せる よ う に な れ ば と 期 待 し てお り ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

国 道 1 1 8 号 と 袋 田 バ イ パ ス に つ い て

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 土 木 部 技 監 兼 検 査 指 導 課 長
（ 当 時 ・ 県 大 子 工 務 所 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 原 部 修 一 氏×

道

5 0号 交 点 ） を 起 点 と し 、

那 珂 市 、 常 陸 大 宮 市 、 大 子

渓 谷 美 、  山 岳 美 を 守 り 道 路 整 備原 部

　
修 一 （ は ら べ

　
し ゅ う い ち ）

１ ９ ６ ２ 年 ２ 月

2 3日 生 ま れ 。

6 1歳 。 入 庁 時 期 は

8 4年 、 土 木 部 河 川 課 に 配 属 。 そ の 後 は 、 下 水 道
課 長 、 技 監 兼 検 査 指 導 課 長 、 企 業 局 次 長 な ど を経 て 、 ２ ０ ２ ２ 年 ３ 月 に 定 年 を 迎 え た 。 現 在 は茨 城 県 開 発 公 社 に 務 め て い る 。

奥 久 慈 の 観 光 を 支 え る 1 1 8 号

横 山 征 成 副 知 事 ら が 出 席 。４ 団 体 側 か ら は 、  県 市 長 会 、

県 市 議 会 議 長会 （ 会 長 ＝ 大津 亮 一 水 戸 市議 会 議 長 ）  、県 町 村 会 （ 会長 ＝ 中 島 栄 美浦 村 長 ）  、 県町 村 議 会 議 長会 （ 会 長 ＝ 飯田 英 樹 大 洗 町議 会 議 長 ） の役 員 が 出 席 した 。　
冒 頭 、 ４ 団

体 連 絡 会 議 を代 表 し て 高 橋会 長 が あ い さつ 。  「 ６ 月 に発 生 し た 大 雨被 害 の 際 、 迅

１ ） の 効 果 的 ・ 効 率 的 な 運営 を 行 う た め 指 定 管 理 者 を募 集 す る 。 公 募 型 プ ロ ポ ーザ ル 方 式 に よ り 、 ２ 段 階 によ る 提 案 審 査 を 実 施 し て 候補 者 を 選 定 す る 。 指 定 管 理期 間 は ２ ０ ２ ３ 年

1 2月

1 9日

～

2 6年 ３ 月

3 1日 ま で 。

　
交 流 宿 泊 施 設 の 構 造 は Ｗ

造 平 屋 建 て （ ム ー ビ ン グ ハウ ス ） で 延 べ 床 面 積 は

6 8・

８ ８ ㎡ × ３ 棟 （ ６ 室 ）  。 寝台 数 は シ ン グ ル ベ ッ ド ２ 台／ 室 。 駐 車 場 は あ そ う 温 泉「 白 帆 の 湯 」 駐 車 場 と 共 用 。　
業 務 内 容 は 利 用 の 許 可 に

関 す る 業 務 、 管 理 及 び 運 営に 関 す る 業 務 な ど 。　
今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル は 、

申 請 書 類 を

1 1月 １ 日 ～ ６ 日

効 期 間 は

2 4年 ４ 月 １ 日 か ら

2 6年 ３ 月

3 1日 ま で 。

　
対 象 は 物 品 購 入 （ １ 件 あ

た り

8 0万 円 以 上 ）  、 物 品 賃

貸 借 （ １ 件 あ た り

4 0万 円 以

上 ）  、 製 造 請 負 （ 印 刷 製 本を 含 む 、 １ 件 あ た り １ ３ ０

事 期 間 ③ 工 事 概 要 ④ 発 注 時期 ）  。　
■ 船 窪 土 区 内 （ そ の １ ）

配 水 管 布 設 工 事 ＝ ① 船 窪 ②１ １ ０ 日 間 ③ φ １ ５ ０ 、 Ｌ
7 5ｍ ④ 第 ３ 四 半 期

　
■ 三 反 田 地 内 （ そ の １ ）

　
北 茨 城 市 は 、

1 0月 期 公 共

工 事 発 注 見 通 し を 公 表 した 。 公 表 し た の は 、 舗 装 本復 旧 工 事 や 配 水 管 布 設 工 事な ど 計 ５ 件 。 い ず れ も 第 ３四 半 期 の 発 注 を 見 込 む 。　
各 工 事 の 概 要 は 次 の と お

り （ ■ 工 事 名 ＝ ① 場 所 ② 工事 期 間 ③ 工 事 概 要 ④ 発 注 時の 工 事 発 注 を 目 指 す 。　
北 川 根 小 は １ ９ ８ ９ 年 に

現 在 地 へ 移 転 。 校 舎 の 規 模は Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 、 延 べ 床面 積 ３ ７ ６ ９ ・ ５ ４ ㎡ 。　
劣 化 状 況 評 価 で は 屋 根 ・

屋 上 、 外 壁 、 各 設 備 が 広 範囲 に 劣 化 し て い る と 判 定 。長 寿 命 化 を 図 る た め の 予 防的 な 改 修 を 実 施 す る 。　
美 浦 村 上 下 水 道 課 は 公 共

地 区 中 継 ポ ン プ 施 設 改 築 工事 を 年 明 け ご ろ に 発 注 す る見 通 し だ 。 工 事 は 土 木 、 機械 、 電 気 で そ れ ぞ れ 発 注 する 見 通 し で 、 発 注 方 式 は い ク ト 」 お よ び 県 内 一 級 水 系の  「 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト 」に つ い て 国 ・ 県 ・ 流 域 市 町村 が 連 携 し 、 河 道 掘 削 や 堤防 整 備 等 を 迅 速 に 実 施 で きる よ う 国 へ の 働 き か け を 求め た 。　
ま た 、  「 茨 城 県 二 級 水 系

流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の着 実 な 推 進 、 さ ら に 市 町 村管 理 の 河 川 に つ い て も 改 修事 業 等 に 対 す る 財 政 支 援 を拡 充 す る よ う 国 へ 働 き か ける こ と を 要 望 し た 。　
こ れ を 受 け て 大 井 川 知 事

は 「 し っ か り と 対 策 を 進 めて い き 、 必 要 な 改 修 事 業 に予 算 措 置 を 講 じ て も ら え るよ う 要 望 を し て ま い り たい 」 と 回 答 し た 。　
本 年 度 の 要 望 事 項 は ① 新

し い 豊 か さ ② 新 し い 安 心 安

　
懇 談 会 に は 、 県 側 か ら 大

井 川 知 事 、  小 野 寺 俊 副 知 事 、　
行 方 市 は 市 が 所 有 す る 交

流 宿 泊 施 設 （ 麻 生 ４ １ ９

－

　
常 陸 大 宮 市 は 、  ２ ０ ２ ４  ・2 5年 度 の 物 品 調 達 等 に 係 る

入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 につ い て 、 定 期 受 付 を

1 1月 １

日 か ら

1 1月

3 0日 ま で 実 施 す

る 。 現 行 名 簿 に 登 載 さ れ てい る 者 も 申 請 が 必 要 で 、 有

速 ・ 的 確 な ご 対 応 を い た だき 感 謝 申 し 上 げ る 。 知 事 が掲 げ る 『 活 力 が あ り 、 県 民が 日 本 一 幸 せ な 県 』 の 実 現に 向 け た 県 政 改 革 を 推 進 して い る 点 に つ い て も 敬 意 を表 す る 。 引 き 続 き 本 県 の さら な る 魅 力 向 上 の た め 施 策を 推 進 し て い た だ き た い 」と 述 べ た 。　
そ の 後 は 要 望 書 に つ い て

の 重 点 事 項 に つ い て 説 明 。こ の う ち 災 害 対 策 と し て は久 慈 川 お よ び 那 珂 川 に お ける 「 緊 急 治 水 対 策 プ ロ ジ ェ　
ひ た ち な か 市 は 、 水 道 事

業 に 関 す る

1 0月 期 公 共 工 事

発 注 見 通 し を 公 表 し た 。 公表 し た の は 、 船 窪 地 内 の 配水 管 布 設 工 事 や 三 反 田 地 内の 配 水 管 布 設 替 工 事 な ど 計４ 件 。 い ず れ も 第 ３ 四 半 期に 発 注 す る も よ う 。　
各 工 事 の 概 要 は 次 の と お

り （ ■ 工 事 名 ＝ ① 場 所 ② 工ま で 受 け 付 け る 。 第 一 次 審査 （ 書 類 審 査 ） を

1 1月 ６ 日

に 、 第 二 次 審 査 （ プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン 等 ） を

1 1月

1 3日

に 実 施 。

1 1月 中 旬 に 指 定 管

理 者 候 補 者 を 決 定 し 、 議 会の 議 決 （

1 2月

1 9日 ） を も っ

て 指 定 管 理 者 に 指 定 す る 。施 設 営 業 開 始 は ２ ０ ２ ４ 年４ 月 １ 日 か ら 。　
笠 間 市 は 、 北 川 根 小 学 校

校 舎 の 予 防 改 修 工 事 を 実 施す る 。 来 年 １ 月 中 旬 に も 環建 築 事 務 所 （ 笠 間 市 ） に よる 実 施 設 計 が 見 通 し 。 早 期万 円 以 上 ）  、 業 務 委 託 （ 建設 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 を 除く 、 １ 件 あ た り

5 0万 円 以

上 ）  、 物 品 修 繕 （ １ 件 あ たり

5 0万 円 以 上 ）  。

　
申 請 ペ ー ジ は 市 ホ ー ム

ペ ー ジ に 掲 載 。 問 い 合 わ せは 、 市 財 政 課 契 約 ・ 検 査 グル ー プ （ 電 話 ０ ２ ９ ５

－

5 2

－

１ １ １ １ 、 内 線 ３ ７ ４ ）
ま で 。

ず れ も 指 名 競 争 入 札 を 見 込む 。　
工 事 概 要 は 土 木 工 事 が マ

ン ホ ー ル 修 繕 （ １ 基 ）  、 機械 工 事 が ポ ン プ 交 換 （ ２台 ）  、 電 気 工 事 が 水 位 計 交換 （ ４ 個 ）  。 履 行 期 間 は マン ホ ー ル 修 繕 と ポ ン プ 交 換が １ ２ ０ 日 間 、 電 気 工 事 は１ ５ ０ 日 間 を 想 定 す る 。 全 ③ 新 し い 人 財 育 成 ④ 新 しい 夢  ・  希 望 の ４ 分 野

1 3項 目 。

�

　
こ の う ち 建 設 関 連 の 項 目

と し て は 新 た な 産 業 用 地 の確 保 及 び 企 業 立 地 の 加 速化 、 鉄 道 網 の 整 備 促 進 、 高規 格 道 路 の 整 備 促 進 、 港 湾の 整 備 促 進 な ど 。　
そ の ほ か 河 川 、 道 路 、 橋

梁 関 係 要 望 箇 所 を 一 覧 で 示し た 。 新 規 要 望 箇 所 は 次 のと お り 。　
■ 新 利 根 川 改 修 事 業 の 早

期 完 成 （ 利 根 町 ）　
■ 取 手 豊 岡 線 （ 野 木 崎 ・

大 木 地 区 ） の 歩 道 整 備 の 早期 完 成 （ 守 谷 市 ）　
■ 笠 間 緒 川 線 （ 下 伊 勢 畑

地 内 ） の 整 備 促 進 （ 常 陸 大宮 市 ）　
■ 土 浦 境 線 の 整 備 促 進

（ 坂 東 市 ）

　
地 方 自 治 ４ 団 体 連 絡 会 議 は

2 4日 、 県 市 町 村 会 館 ２

階 大 会 議 室 で 県 政 要 望 に 関 す る 懇 談 会 を 開 催 。 県 市長 会 長 の 高 橋 靖 水 戸 市 長 が 要 望 書 を 大 井 川 和 彦 県 知事 に 手 渡 し た 。  重 点 要 望 事 項 と し て 災 害 対 策 の 推 進 、子 ど も 施 策 の 充 実 強 化 、 原 油 価 格 ・ 物 価 高 騰 対 策 への 支 援 、 医 師 確 保 対 策 の 推 進 、 Ａ Ｌ Ｐ Ｓ 処 理 水 の 対応 を 掲 げ た 。

申 請 期 間 は 1 1 月 1 日 か 　
　 ら 6 日

指 定 管 理 者 を 募 集 へ

行 方 市 ／ 交 流 宿 泊 施 設

1 1月 １ 日 か ら

3 0日 ま で

物 品 調 達

な
　

　
ど
定 期 受 付

常 陸 大 宮 市

地 方 自 治  4  団 体

緊 急 治 水 プ ロ

な
　

　
ど 重 点

大 井 川 知 事 へ要望書

新 規 に 笠 間 緒 川 線

な
　

　
ど

発
　
注

見 通 し

 第 ３ 四 半 期 に 発 注

水 道 事 業 の ４ 件 更 新

ひ た ち な か 市
配 水 管 布 設 替 工 事 ＝ ① 三 反田 ② １ ７ ０ 日 間 ③ φ １ ００ 、 Ｌ ４ ４ ０ ｍ ④ 第 ３ 四 半期　

■ 武 田 土 区 内 （ そ の ２ ）
配 水 管 布 設 替 工 事 ＝ ① 武 田② １ ２ ０ 日 間 ③ φ １ ５ ０ 、Ｌ

9 0ｍ ④ 第 ３ 四 半 期

　
■ 市 毛 地 内 配 水 幹 線 布 設

工 事 （ １ 工 区 ） ＝ ① 市 毛 ②２ ５ ０ 日 間 ③ φ ７ ０ ０ 、 Ｌ２ ５ ０ ｍ ④ 第 ３ 四 半 期

発
　
注

見 通 し

 舗 装 復 旧 や 配 水 管

な
　ど

３ 四 半 期 に ５ 件 発 注

北 茨 城 市

期 ）  。　
■ 舗 装 本 復 旧 工 事 ＝ ① 磯

原 町 磯 原 地 内 ②

8 0日 間 ③ 延

長 Ｌ ８ ８ ０ ｍ ④ 第 ３ 四 半 期　
■ 配 水 管 布 設 工 事 ＝ ① 磯

原 町 豊 田 ② ４ カ 月 ③ Ｈ Ｉ ＲＲ

－ Ｌ φ １ ０ ０ 、 Ｌ １ ２ ０

ｍ ④ 第 ３ 四 半 期　
■ 配 水 管 布 設 工 事 ＝ ① 磯

原 町 磯 原 ② ４ カ 月 ③ Ｇ Ｘ

－

Ｓ φ １ ５ ０ 、 Ｌ

1 2ｍ ④ 第 ３

四 半 期　
■ Ｎ ｏ ２ 急 速 ろ 過 機 ろ 材

交 換 工 事 ＝ ① 中 郷 町 石 岡 ②４ カ 月 ③ ろ 材 交 換 工 Ｎ １ 式④ 第 ３ 四 半 期　
■ 水 管 橋 点 検 歩 廊 修 繕 工

事 ＝ ① 磯 原 町 木 皿 ② ４ カ 月③ 点 検 歩 廊 修 繕 工 Ｎ １ 式 ④第 ３ 四 半 期

北 川 根 小 の 校 舎予 防 改 修 を 実 施

ポ ン プ 施 設 改 築年 明 け 指 名 発 注

笠 間 市

美 浦 村
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